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地域経済と男女共同参画

2011年9月27日

株式会社 日本政策投資銀行 地域振興ｸﾞﾙｰﾌﾟ 参事役

NPO法人 ｺﾝﾊﾟｽ地域経営支援ﾈｯﾄﾜｰｸ 理事長

も た に

藻谷浩介 kosuke@motani.com

男女共同参画会議 基本問題・影響調査専門調査会
第６回 女性と経済 WG（H23.9.27） 藻谷浩介委員提出資料

資料３



・ 問題は｢国際競争」ではなく｢日本人の加齢｣

・地域間格差拡大ではなく大都市も急速に高齢化

・ 「少子高齢化」ではなく「現役世代の減少」

・｢出生率低下｣ではなく｢親世代の絶対数の減少｣

・ 「労働力の不足」ではなく「消費者の不足」

→ 経済再生の鍵は「次世代を産み旺盛に消費する
現役世代のワーク･ライフ･バランス回復｣｡つまり、

① 女性就労の促進と男女間賃金格差解消

② 多世代同居→退職高齢男性による家事分担

③ 「値上げし賃上げできる商品･ｻｰﾋﾞｽへの移行」
＝ ｢低価･大量･少種｣から｢高価･少量･多種｣へ

景気よりも ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽの回復
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百万人 国勢調査

何歳の人口が多かったのか： 1940(S15)＝70年前

日米開戦前夜の日本在住者

15-64歳 4,295万人 75歳以上
89万人

在日外国人を含
む数字
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百万人 国勢調査

何歳の人口が多かったのか： 1950(S25)＝60年前

戦後復興の頃の日本在住者

15-64歳 4,966万人 75歳以上
106万人

在日外国人を含
む数字
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百万人 国勢調査

何歳の人口が多かったのか： 1960(S35)＝50年前

所得倍増計画の頃の日本在住者

15-64歳 6,000万人 75歳以上
163万人

在日外国人を含
む数字
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百万人 国勢調査

何歳の人口が多かったのか： 1970(S45)＝40年前

大阪万博の頃の日本在住者

15-64歳 7,157万人 75歳以上
221万人

在日外国人を含
む数字
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百万人 国勢調査

何歳の人口が多かったのか： 1980(S55)＝30年前

安定成長移行期の日本在住者

15-64歳 7,883万人 75歳以上
366万人

在日外国人を含
む数字



団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

↓
円
高
後
成
人
世
代

円
高
後
成
人
世
代

↓
個
人
主
義
世
代

団
塊
の
世
代

戦
時
中
生
ま
れ

昭
和
二
桁
前
半
生
ま
れ

↑
昭
和
一
桁
生
ま
れ

↑
大
正
生
ま
れ

↑
明
治
生

0
-
4
歳

5
-
9
歳

1
0
-
1
4
歳

1
5
-
1
9
歳

2
0
-
2
4
歳

2
5
-
2
9
歳

3
0
-
3
4
歳

3
5
-
3
9
歳

4
0
-
4
4
歳

4
5
-
4
9
歳

5
0
-
5
4
歳

5
5
-
5
9
歳

6
0
-
6
4
歳

6
5
-
6
9
歳

7
0
-
7
4
歳

7
5
-
7
9
歳

8
0
-
8
4
歳

8
5
歳

以
上

0

2

4

6

8

10

12

百万人 国勢調査

何歳の人口が多かったのか： 1990(H2)＝20年前

バブル最盛期の日本在住者

15-64歳 8,590万人 75歳以上
597万人

在日外国人を含
む数字
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百万人 国勢調査

何歳の人口が多かったのか： 2000(H12)＝10年前

2000年問題の頃の日本在住者

15-64歳 8,622万人 75歳以上
900万人

在日外国人を含
む数字
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百万人 国立社会保障･人口問題研究所中位推計 (2006年改訂)

何歳の人口が多くなるのか：2010＝今年

今年の日本在住者

15-64歳 8,128万人 75歳以上
1,422万人

毎年の外国人流入が大幅増という前
提の予測 (実際は増えていない)
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百万人 国立社会保障･人口問題研究所中位推計 (2006年改訂)

何歳の人口が多くなるのか：2020＝10年後

１０年後の日本在住者

15-64歳 7,363万人 75歳以上
1,874万人

毎年の外国人流入が大幅増という前
提の予測 (実際は増えていない)
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百万人 国立社会保障･人口問題研究所中位推計 (2006年改訂)

何歳の人口が多くなるのか：2030＝20年後

２０年後の日本在住者

15-64歳 6,740万人 75歳以上
2,266万人

毎年の外国人流入が大幅増という前
提の予測 (実際は増えていない)
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百万人 国立社会保障･人口問題研究所中位推計 (2006年改訂)

何歳の人口が多くなるのか：2040＝30年後

３０年後の日本在住者

15-64歳 5,734万人 75歳以上
2,214万人

毎年の外国人流入が大幅増という前
提の予測 (実際は増えていない)
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百万人 国立社会保障･人口問題研究所中位推計 (2006年改訂)

何歳の人口が多くなるのか：2050＝40年後

４０年後の日本在住者

15-64歳 4,930万人 75歳以上
2,373万人

毎年の外国人流入が大幅増という前
提の予測 (実際は増えていない)



90年代後半から増えなくなった就業者
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資料： 国勢調査

戦後日本の失業者数と就業者数

失業者も
就業者も

同時に増加
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資料： 国勢調査

戦後日本の失業者数と就業者数

R2乗＝△0.34

近年急増の不完全回答者を
就業者数に加算した試算
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80-85年
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生産年齢人口に連動する就業者数
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資料： 国勢調査

戦後日本の生産年齢人口と就業者数
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y=x

50-55年

60-65年

65-70年

75-80年

80-85年

85-90年

-200 0 200 400 600 800 1,000

生産年齢人口＋年齢不詳者数の増減（万人）

0

100

200

300

400

500

就
業

者
数

＋
労

働
力

状
態

不
明

者
数

 の
増

減
（
万

人
）

資料： 国勢調査

戦後日本の生産年齢人口と就業者数
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全数加算した試算
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現役世代人口と就業者数の増減
就業者数(非正規雇用含む)は景気ではなく人口に連動
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資料：国勢調査より作成 （00・05年の20-64歳人口は、
国立社会保障･人口問題研究所の推計値を使用)

就業者の増減・失業者の増減と
現役世代人口の増減 - 男性

相関係数(R2乗)試算
20-64歳人口増減×就業者数増減：0.83

 失業者数増減×就業者数増減：0.29
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資料：国勢調査より作成 （00・05年の20-64歳人口は、
国立社会保障･人口問題研究所の推計値を使用)

就業者の増減・失業者の増減と
現役世代人口の増減 - 女性

相関係数(R2乗)試算
20-64歳人口増減×就業者数増減：0.60
 失業者数増減×就業者数増減：0.10

石油ショック時に
パートなどが大量失業

非正規雇用への女性
の進出が進捗

女性の就労は少なめ
女性の就労進む

いわゆる｢就職氷河期｣は新卒の団
塊ｼﾞｭﾆｱを吸収しきれずに発生



落ち始めた日本経済の基礎代謝
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※ 小売販売額の03～06年度の変化率は、
燃料小売業(GSなど)を除いて計算



落ち始めた日本経済の基礎代謝
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※ 小売販売額の03～06年度の変化率は、
燃料小売業(GSなど)を除いて計算



20

生産年齢
人口の減少

消費者数
の減少

過剰供給
過当競争

在庫処分
値引き販売
デフレ助長

マージン
の減少

労働者解雇
人件費削減

生産性向上
の阻害

機械化で
生産量向上

売上、
内部留保

の減少

ＧＤＰ低下

人口の波 需要の拡大 ＧＤＰ向上

団塊世代の
加齢世界的な

不景気

経済の
弱体化

付加価値額
の低下

若者の
処遇改善

内需維持
に貢献

ブランド力
価格維持

高齢者の
消費

ＧＤＰ維持

社会保障
の充実

※１へ 悪循環

良循環
（ゴール）

消費者の
増加

start

安価で海外
から流入

デフレ回避

企業の成長

経済の
維持、成長

過剰供給→値崩れの悪循環



「デフレの正体」の中での提言

Ⅰ 生産年齢人口減少→経済縮小への対処策
①生産年齢人口が減るペースを少しでも弱めよう

②生産年齢人口に該当する世代の個人所得の総額を維
持し増やそう

③（生産年齢人口＋高齢者による）個人消費の総額を
維持し増やそう。

Ⅱ 目標達成のための提案

① 高齢富裕層から若い世代への所得移転の促進

② 女性就労の促進と女性経営者の増加

③ 外国人観光客、短期定住客の増加


